
― 

が
ん
は
治
ら
な
い
病
気
な
の
で

し
ょ
う
か

　
こ
れ
ま
で
、
一
部
の
が
ん
に
関
し
て
治

ら
な
い
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
事

実
で
す
。

　
し
か
し
、
現
在
の
が
ん
治
療
は
進
ん
で

お
り
、
早
期
発
見
と
適
切
な
治
療
に
よ
っ

て
多
く
の
が
ん
は
治
癒
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
治
療
が
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
は
、

発
見
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
き
く
影
響
し
ま

す
（
表
参
照
）。
が
ん
は
初
期
段
階
で
は

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

～
早
期
発
見
と
早
期
治
療
が
大
切
～

「
が
ん
」
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
、
生
存
率
を
高
め
ら
れ
る
病

気
で
す
。
今
回
は
、
本
市
の
が
ん
検
診
を
担
当
す
る
清
水
忠
博
先
生
に

が
ん
検
診
や
早
期
発
見
の
大
切
さ
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
課
健
康
推
進
係

直直 
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問

自
覚
症
状
が
少
な
い
た
め
、
が
ん
に
な
り

や
す
い
年
齢
（
グ
ラ
フ
参
照
）
を
考
慮
し
、

定
期
的
な
が
ん
検
診
を
受
け
て
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

― 

が
ん
を
早
期
発
見
す
る
メ
リ
ッ

ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
早
期
の
が
ん
は
比
較
的
小
さ
く
、
進
行

し
て
い
な
い
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
に

よ
っ
て
完
全
に
治
癒
す
る
こ
と
が
可
能
な

場
合
が
多
い
で
す
。
早
期
発
見
の
メ
リ
ッ

ト
は
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

●
治
療
の
成
功
率
が
一
気
に
高
く
な
る

●
治
療
法
の
選
択
肢
が
広
が
る

　
手
術
、
放
射
線
、
抗
が
ん
剤
な
ど
、
効

　
果
的
な
方
法
を
組
み
合
わ
せ
て
治
療
で

　
き
る
。
し
か
し
、
が
ん
が
進
む
と
選
択

　
肢
が
限
ら
れ
る
。

●
治
療
の
負
担
が
軽
い

　
治
療
に
か
か
る
時
間
や
体
へ
の
負
担
が

　
少
な
い
。
大
き
い
が
ん
の
切
除
に
比
べ
、

　
早
期
の
が
ん
は
小
さ
い
範
囲
で
切
除
で

　
き
、
入
院
期
間
が
短
く
な
る
。

●
治
療
費
が
抑
え
ら
れ
る

　
進
行
が
ん
の
治
療
に
比
べ
、
早
期
の
が

　
ん
治
療
は
費
用
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が

　
多
い
。

●
長
生
き
で
き
る
可
能
性
が
高
く
な
る

　
が
ん
治
療
は
早
い
ほ
ど
生
存
率
が
高
く

　
な
る
。

　
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
、

進
行
し
た
状
態
で
が
ん
が
見
つ
か
る
リ
ス

ク
を
減
ら
し
、
命
に
関
わ
る
よ
う
な
ケ
ー

ス
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
子

宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
、
胃
が
ん
、
大
腸
が

ん
、
肺
が
ん
な
ど
は
早
期
発
見
が
非
常
に

大
切
で
す
。
ま
た
、
検
診
の
結
果
が
「
異

常
な
し
」
の
場
合
、
日
々
の
生
活
に
安
心

感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

清水外科胃腸科医院

院長　清水　忠博さん
　一般外科や内科、胃腸科、肛門疾
患を専門としているほか、乳腺、甲
状腺の病気、乳がん検診も得意。本
市のがん検診にも、積極的に関わっ
ていただいています。
　一般社団法人塩筑医師会の前会長
を務めました。

0

50

100

150

200

250

300

350

前立腺
子宮
乳

肺
大腸
胃

(人)

60～55～50～45～40～35～30～25～20～ 65～
(歳)

（女性のみ）
（女性のみ）

（男性のみ）

出典：厚生労働省「令和２年全国がん登録罹患
　　　数・率報告」

■グラフ　人口１０万人に対するがんの罹
りかん
患人数

出典：公益財団法人　がん研究振興財団
　　　がんの統計２０２４　総合病期別５年実測生存率

乳がん 39 % ▶ ９５ %

子宮頸がん ▶２５ % ９３ %

大腸がん ▶１７% ８３ %

肺がん ▶８ % ７５ %

胃がん ▶６ % ８２ %

ステージ１で
発見した場合

ステージ４で
発見した場合

■表　総合病期別５年実測生存率
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検診票が自宅に届く
　検診時期に合わせ
て、郵送でお届けし
ます。

ステップ３
検診を受ける

　注意事項をご確認
の上、検診を受けて
ください。

ステップ５
結果を確認する

　精密検査の対象の
場合は、必ず医療機
関を受診しましょう。

ステップ６ ステップ４
日程を確認・変更する
　日程を変更する場
合は、必ず健康づく
り課にご連絡ください。

検診を申し込む
対象世帯には、３月初旬に「申し込みはがき」が届きます。
申し込み方法
　○はがき　希望する検診に○をし、郵便ポストまたは
　　健康づくり課にある回収箱にお入れください。
　　申込締め切り日　３月2１日㈮（必着）
　○インターネット
　　右のコード（市ホームページ）でお申
　　し込みください。
　　申込期間
　　３月１日㈯～８年１月末（予定）

ステップ２
受診できる検診を知る
　広報塩尻３月号に折
り込んでいる「けんし
んメニュー」または下
のコード（市ホーム
ページ）でご確認くだ
さい。

ステップ１

がん検診の受診ステップ

春休み！　えんぱーくまるごと親子がん教室
市立図書館　直直  ０２６３�３３６５問

　親子で、がんや健康について楽しく学び、考えて
みませんか。
　イベントの詳細は、２3ページのくらしの情報「春
休み！　えんぱーくまるごと親子がん教室」をご覧
ください。

もっとがんについて知りたい人はチェック

Ｑがん検診は何歳から受診するのが良いでしょうか

子宮頸がん 乳がん 胃がん 大腸がん 肺がん 前立腺がん
２０歳から ○
３０歳から ○ ○
４０歳から ○ ○ ○ ○ ○
５０歳から ○ ○ ○ ○ ○ ○
※前立腺がん検診の対象は、５０～７７歳の男性です。

年齢 検診

Ａ　塩尻市では、がん検診の種類により受診できる年齢が異なります（表参
照）。年齢に関わらず症状がある場合は、保険診療で検査できます。ご自身の
健康を守る一歩として、積極的に検診を受けることが大切です。

教えて！　清水先生

アピアランスケア助成事業

がんの治療に伴う外見の変化を補うことを
目的に、医療用ウイッグや乳房補整具などの
購入費用の一部を助成します。
詳細は右のコード（市ホームページ）でご
確認いただくか、お問い合わせください。

健康づくり課健康推進係　直直  ０２６３�０８５４問

もしものときはこちらもご活用ください
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